
長野県地域食品産業連携
プロジェクト

令和４年度の進め方とテーマについて

農産物マーケティング室 農業ビジネス係 小板橋晴之



Ｒ３からの主な改正内容

・事業名の変更
（Ｒ３：地域食農連携プロジェクト）

・補助金を受ける事業は輸出に取組むこと



■事業実施イメージ

生産組合

機械メーカー
ＩＴ事業者

観光事業者

大学等

食育団体

商工団体

メディア

地域の食品メーカー
を核として

多様な主体から構成

解決を目指す社会的課題：テーマの設定

講義、地域資源の洗い出し、
ワークショップによるアイデア出し

ビジネスアイデアのブラッシュアップ
事業者間マッチング

新たなビジネスの実現に向けた支援（１件）

①ＬＦＰプラットフォームの形成 ②ローカルフードビジネスの実施

研修会

戦略会議

補助金による支援

中央ＬＦＰによるサポート



■昨年度の取組状況

業種 事業者数

農業 6

農産物直売所 7

食品メーカー 8

流通・販売 6

製造業・ＩＴ他 6

大学 2

メディア 5

個人 3

市町村、団体 9

計 52

ＬＦＰプラットフォーム
21道府県で設置

（ ：Ｒ３設置 )

長野県ＬＦＰ
プラットフォーム



■提案のあった主なビジネスアイデア
【県産農産物の利用拡大】
（きのこ）

・エノキタケの原料（みじん切り、ペースト）としての活用促進
・きのこを原料としたハンバーグ・リキュールなどの商品化

（大 豆）
・有機大豆を活用した加工品の開発、手造り体験会
・県産大豆「つぶほまれ」の加工品開発
・大豆ミート加工品の開発

（その他）
・地域独自の調理法や味付けの食材を缶詰やレトルトにして販売
・くるみのパウダーやふりかけ等、日常の調味料的な商品開発

【地域内物流】
・県内の特色ある農産物（加工品）の地域内物流を通じた販売
・農産物加工用原料の調達ネットワークの構築

【消費者理解】
・ローカルフードへの消費者理解促進とネット社会への対応
・信州の食を広めるためのワークショップやEXPO

戦略会議での深掘り
（きのこ、物流、観光農
園、消費者理解、昆虫食
など８つのアイデア）

最終的に、きのこプロ
ジェクトを間接補助事業
の事業対象として支援





■他県の取組事例から
・社会的課題とは何か
・プラットフォームで何を目指すか













■Ｒ４年度のテーマと進め方



■社会的課題（テーマ）の設定

〇メインテーマ
「未利用資源を活用したアップサイクル
の取組による地域循環型社会の創出」

〇サブテーマの検討
・皆様の関心のあること、社会的なニーズのあるもの
（有機、小麦、観光、子育て世代・・）



■メインテーマ設定の背景等

目標12［持続可能な消費と生産］
持続可能な消費生産形態を確保する

〇2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一
人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生
産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。

〇2030年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及
び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。

②農業・農村地域の課題
〇農業者の高齢化、減少
〇気象災害等による収益の減少

①社会的な情勢

③異業種連携、新たな加工
技術等の開発

地域に眠る未利用資源について、
異業種との連携や最新技術の活用等
による新しい価値の創出

エシカル消費の観点から消費者に訴求



■今後の進め方
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（参考）補助事業の要件
１．共通要件
○生産、加工、流通、消費の各段階から１者以上、計３者以上が連携した事業
で、規約その他の文書で役割分担を規定

○３～５年の事業実施計画・成果目標を作成
○大学等の研究成果、技術、アドバイザーの知見を導入
○消費者ニーズを反映する仕組みの構築に取り組む

○輸出に取り組む計画である

２．実施要件
（１）新商品開発
○地域内の農林水産物等の資源を活用すること
○食品安全に対する対策を講じること
○ＦＣＰ展示会・商談会シートを作成すること

（２）試験販売の実施
○試験販売による収入が発生した場合は、利益分を補助金から差し引くこと


